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●コミュニティを中心とした地域運営体制づくりに向けて、モデル地区（緑陽、渡内、富
木島ふれあい、加木屋）の４つのコミュニティの組織体制や運営上の工夫や課題等を
知ることで、違いや新たな気づきの中から、課題解決の方策について考えることを目
的として「第１回合同研究会」を開催しました。 

 

 

 

 

モデル地区の概況について共有しよう 

●モデル地区の４つのコミュニティの人口、世帯数や予算規模等
の「基本情報」や、事務局や専門部などの「組織体制」のほか、
事前に回答をいただいていた項目「事業を実施するうえで工夫
している事項・苦労している事項」や「役員の担い手を確保す
る上で工夫している事項・苦労している事項」などについて共
有しました。 

モデル地区が工夫していること・苦労していることを知ろう 

【事業を実施するうえで･･･】 

工夫していること 苦労していること 

●出店等の一部についてキッチンカーを活用して負担

軽減 

●会場設営の一部を外部に委託して負担軽減 

●学生ボランティアに協力依頼 

●各種団体への協力依頼 

■役員の負担軽減を図ることができるような事業の

企画立案 

■町内会・自治会の加入世帯数低下に伴う運営

資金の減少 

【役員の担い手を確保するうえで･･･】 

工夫していること 苦労していること 

●事業規模などの見直し（実施時間や予備日を設

けない等） 

●お手伝いできる人を回覧で募集 

●役員等経験者による協力体制の構築 

■町内会・自治会の加入率低下に伴う役員の確 

保 

■町内会・自治会役員の高齢化 

 

それぞれのコミュニティの情報を基に、他のコミュニティについて「気になること」

や「聞いてみたいこと」を洗い出しました。 

 

 

 

 

 

 

「合同研究会」を開催しました！ 

連 絡 先：東海市市民協働課    電話：052-603-2211                Email 
0562-33-1111（内線 152、156）   chiiki@city.tokai.lg.jp 

本取組に関するご質問等は下記までお問い合わせ下さい 

【日 時】令和６年 10 月 24 日（木）19 時～21 時 

【会 場】緑陽コミュニティセンター 

【参加者】14 名 

（緑陽５名、渡内３名、富木島ふれあい３名、加木屋３名） 

第２回合同研究会では･･･ 

「気になること」や「聞いてみたいこと」から 

各コミュニティが抱える悩みについて、他の自治体の事例も参考にしながら解決策を考えます。 


